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1.はじめに

本計画は

「オンリーワンのびわ湖を活かした
観光による地域の活性化」を大前提とし、

びわ湖をはじめとした大津市が持つ豊富な地域資源を
観光資源へと進化させ、地域の活性化につなげていくことを
すべての念頭に置いて策定しました。

大津市として、観光による地域の活性化を積極
的に行う理由は大きく2つあります。1つ目は、観
光振興によって人口減少に伴う経済の低迷に歯止
めをかけることです。2つ目は、市民が大津の魅
力を体験し来訪者と交流することを通じて大津の
魅力を再確認し、大津市への愛着を深め、誇りに
思う状態をつくりだすためです。

このような将来の実現に向けて、大津市民・観
光に関わる企業や団体・行政が大津市の目指す
観光について同じ方向を向いて、観光を盛り上げ
ることを目的として策定しました。

観光とは様々な人・組織が関わり、また近年
の海外からの来訪者の増加など社会情勢の変化
に影響を受けやすい分野です。本計画によって、

「迷った時の判断基準がすぐに見えること」「各年
度ごとの目標（KPI）の進み具合を確認できること」

「方針に沿い、状況に応じた最適な手法が取りや
すくなること」「PDCA（プラン・ドゥー・チェック・
アクト）の手順を確立すること」「各年度の進み具
合によって、目標数値を柔軟に見直すこと」をね
らいとしています。

本計画は「大津市総合計画基本構想」の基本方針
にある「自然、歴史、文化、スポーツを重視し、多
くの人が集うまち」、および大津市総合計画実行
計画の施策「オンリーワンを活かした国内外から
の誘客の推進」といった構想を実現するための計
画として位置付けています。

本計画は、大津市の観光計画においての方針が
市民や観光に関わる企業・団体にわかりやすく伝
わることを重視しています。非常に目まぐるしく
変化する環境に臨機応変に対応するため、本計画
においては具体的なアクションプランは定めず、
目指すべき理念・重視する数値目標、またそれら
を達成するための基本方針を記載しています。

本計画の対象期間は、平成29年度から平成32年
度の4年間とします。

以前の「大津市観光交流基本計画」の期間は8年間
でしたが、環境変化に臨機応変に対応をするため4
年間としています。また、首長の任期と同じ4年間
とする事で全体の政策との連動を図ることも狙っ
ています。さらには、本計画の最終年度である平
成32年（2020年）は東京オリンピック開催年であり、
観光庁の観光立国推進計画（平成25～28年）におい
ても2020年を目指した目標が設定されており、国
の観光政策との整合性も重視しています。
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2.現状と課題

本計画の策定にあたり将来の日本の観光を取り巻く環境を重視しま
した。将来、日本の人口は減少すると見られています（※図１）。また
大津市も平成32年（2020年）には3,000人・平成72年(2060年)には
11万人もの人口が減少すると推測されます（※図２）。一方で、国単位
で見ると観光庁が設置され、「観光立国推進計画」が決まりました。さ
らに各地域での観光による地域活性の動きも目立つようになってきま
した。将来は、各地域での国内外からの来訪者の呼び込みの競争がよ
り激しくなると考えられています（※図３）。
このような環境の中、大津市においても国や他地域と同様に、予想
される人口減少に伴う消費活動の低迷を補うべく、観光による交流人
口の増加に取り組みます。

①日本および 
　大津市の観光を 
　取り巻く環境
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図3. 日本全体の訪日外国人旅行者数の推移：�訪日外国人旅行者数の実績は法務省発表の「出入国管理統計年報」より引用。平成32年
(2020年)・平成42年(2030年)の目標については「明日の日本を支える観光ビジョン構想
会議」（議長・安倍晋三首相）により発表された資料を引用しております。
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図2. 大津市の将来人口分析：� 「年少人口」とは、15歳未満、「生産年齢人口」とは15歳以上65歳未満、「老年人口」とは65歳以上の人口を
指します。なお、このグラフは現在の状態が続いた場合の推計です。今後、人口減少に歯止めをかけるよ
う各種施策を行ってまいります。

2015年までは総務省「国勢調査」（年齢不詳人口を除く）、2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成24年1月推計）」（出生中位・死亡中位推計）から出典
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図1. 日本人口の現状と見通し：�総務省によって発表された日本の人口推移の実績と平成32年(2020年)以降の将来推計人口（国立社会 
保障・人口問題研究所）を表示しています。将来推計人口とは、全国の将来の出生、死亡及び国際人口移
動について仮定を設け、これらに基づいて我が国の将来の人口規模並びに年齢構成等の人口構造の推移
について推計したものです。

日本版DMOについて
日本版DMOとは、地域の「稼ぐ力」を引き出すとともに地域への誇りと愛着を醸成する「観光地経営」の視点に立った観光
地域づくりの舵取り役として、2015年度より観光庁が推進しています。
組織を作ることが目的ではなく、「稼ぐ地域・自走する観光地」となることが目的であるため、大津市としては、まず、行政・
観光協会・商工会議所の機能を整理し、足りないものは何か、どこが担うのかを模索し、新たな組織が必要となった場合、
日本版DMOの設立を検討します。
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観光地としての大津市の魅力はあるものの、「大津ならでは」という独自性の視点で強みを磨き
上げる必要があります。

2.現状と課題

②大津市の持つ7つの強み
前述のように観光を取り巻く環境は、大津市にとってプラス・マイナスの両面があることから、えらばれ

る観光地として戦略的に考えていく必要があります。
そのためにはまず、大津市にある多くの魅力や、他の観光地にはない独自性・エリアごとの特色や魅力

をまとめ、観光地としての大津市の強みを客観的に捉えていきます。

びわ湖は「日本一の湖」というだけではなく、様々
な面で市民にとってかけがえのない存在であると
いえます。生活面では、湖の周囲の山地を源流と
して日本一の貯水量を誇り京阪神地域の生活用水
を蓄えるという機能を果たしており地域住民の生活
に無くてはならないものです。また、植物・魚類な
ど豊富な種が生息する環境の基盤となり漁業の発
展や豊かな生態系にも貢献をしています。このよう
なびわ湖の豊かさ・壮大さが現在でも都市生活と
も共存し、豊かな落ち着いた気持ちになれる景観
を多くの人に提供しています。そして来訪者にとっ
てもその環境は魅力的で、非常に価値を感じられ
るものであり大津市の持つ最大の「強み」であると
いえます。

びわ湖 京都や大阪からの
アクセスの良さ

京都・大阪は国内からの来訪者に人気の観光地
であり、海外からの来訪者にとっては東京と併せ
て「ゴールデンルート」と呼ばれる観光地です。そ
の2都市からのアクセスが良いということは観光
地としての長所であるといえます。

湖の他、山や川など
豊かな自然

大津市にはびわ湖だけでなく比叡山、比良山系、
瀬田川など周囲に豊かな自然が残っており、特に
都会に住む人にとってはゆっくりと過ごすことが
できる観光地であるといえます。

世界遺産や日本遺産を
はじめとした、深い歴史

世界遺産に登録をされている比叡山延暦寺、ま
た日本遺産に登録されている「琵琶湖とその水辺
景観」、そして大津市がその昔、日本の都であっ
たことや、国宝・重要文化財などの国指定の文化
財が豊富にあることは、歴史に興味の深い来訪者
にとって大きな魅力であるといえます。

宿泊施設が多く、
海外からの来訪者を含めた
宿泊者数の増加

実際に大津市の魅力が国内外からの来訪者に知
られ始めており、大津市に宿泊する人の数が増え
てきています。また、それらの来訪者を受け入れ
る宿泊施設があるということは観光地としての強
みといえます。
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大津市への入込客数推移：�大津市への宿泊を伴う来訪者数（国内
からの来訪者・海外からの来訪者）の
推移を示しております。

泉質の良い温泉

大津市には、おごと温泉、石山・南郷温泉など
の温泉があります。おごと温泉は1200年前に比
叡山の伝教大師である最澄によって開湯された歴
史のある温泉でpH値9.0とアルカリ性で肌をなめ
らかにする上、身体への刺激も少なく「美肌の湯」
と呼ばれ親しまれています。石山・南郷温泉は瀬
田の清流に臨む景勝地にある温泉でラジウム含有
量が豊富で幅広い効能を持っています。

四季を通じて楽しめる
アクティビティ

大津市には湖をはじめとした自然だけではなく、
その自然を活用してのアクティビティが楽しめる
施設が多くあります。湖では湖水浴やラフティング、
ヨット、ボート、クルージング、ウィンドサーフィン、
カヌー、フィッシングなどのウォーターアクティビ
ティが楽しめ、その周囲ではトレッキング、登山、
サイクリング、ランニング、ウォーキングができ
ます。また冬にはスキーやスノーボードなどのウィ
ンタースポーツも楽しめます。このようなアクティ
ビティは来訪者の旅の目的や楽しみを増すアイテ
ムとなり得ます。

大津市観光入込客統計調査から出典
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大津市には多くの宿泊施設が有り、日帰りの来訪者よりも単価の高い宿
泊を伴う来訪者が多く訪れており、一人あたりの来訪者の宿泊費＋交通費
についても、全国平均を上回っております。一方で、一人あたりの宿泊者
の宿泊費以外の現地小遣い（食事やお土産、体験などにかかる費用）につ
いては、全国や関西の平均よりも低いことが分かっています。

全国・関西・県のデータはじゃらん宿泊旅行調査2015（インターネット調査）、大津市のデータは平成27年度大津市来
訪者満足度調査（聞き取り調査）から出典

※県の観光消費額は、滋賀県を主に滞在した方の費用総額となります。
※交通費は発地からの交通費も含まれております。

③大津市の観光地としての課題

1一人あたりの
来訪者の
現地小遣いが低い

　大津市が観光地として成長するには、強みを磨き上げていく事と並行して、他の観光地と比較し課題を
明らかにする事が大切です。
　大津市の観光地としての課題は、複数の調査結果をまとめ、次の5つであると考えています。

2.現状と課題
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宿泊者一人あたりの観光消費額：�宿泊旅行１回あたりにかかった費用（宿泊費・交通費・現地小遣い）を示しております。
※観光消費額とは、一人の人が観光をする際に使う金額を指します。交通・宿泊・食事だけでなく現地での買い物やレジャーに使う全ての出費が含まれます。
※金額については、百の位までの四捨五入で示しています。
※旅行費用については、金額の高すぎる回答が平均値に大きな影響を与えることを避けるために、0.5％トリム平均をおこないました。1 一人あたりの来訪者の現地小遣いが低い

2 来訪者の大津市での滞在時間が短い

3 観光地としての知名度が低い

4 市民に大津の魅力をより知ってほしい

5 来訪者の満足度が低い
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滋賀県外の方に大津市のイメージを調査したところ、多くの人が「び
わ湖」を挙げていましたが。一方で、びわ湖でのマリンスポーツ、豊か
な自然、歴史・文化的な街並み、お寺や神社など、観光に関連するイメー
ジを持った方は少ないことがわかりました。また、「何が有名かわから
ない」と言った回答も多く、大津市はまだ観光地としての認知が高くな
いといえます。

大津市のイメージ調査結果：�滋賀県以外に在住する人に対して大津市のイメージについて聞いたインターネット調査結果を示しております。

平成26年度大津市観光資源発掘調査から出典

3観光地としての 
知名度が低い

2.現状と課題

びわ湖

京都から近い

車がないと不便

自然が豊かで美しい

何が有名か分からない

夏に訪れたいところである
(びわ湖でのマリンスポーツ、湖畔BBQ）

日帰りでの観光を目的として訪れたい

買い物をする場所が少ない

歴史・文化的な町並みを見ることができる

 ドライブ・ツーリングを楽しめる地域である

アウトドアを楽しめる

お寺や神社が沢山ある

都やお城があった地域がある

あてはまる　　　どちらともいえない　　　あてはまらない　　　無回答
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滞在時間とは、観光で目的地に滞在をしている時間を指します。こ
の時間が長くなればなるほど宿泊・食事・買い物・レジャー・移動など
のための観光消費額も増加するため、来訪者に長い時間滞在してもら
うことが観光による地域の活性化のためには必要です。大津市内に宿
泊している来訪者（域内泊あり）が長時間滞在している一方で、日帰り
および大津市外に宿泊している来訪者（域外泊のみ）の滞在時間は3時
間未満であり、他地域と比べても短い事が分かっています。

平成26年度大津市観光動態調査（携帯端末位置情報（ビッグデータ）を活用した調査）から出典

2来訪者の
大津市での
滞在時間が短い

来訪者平均滞在時間：�大津市への来訪者（日帰り・域内泊・域外泊などの旅程別）の、平日・休前日・連休日・休日別の平均滞在時間を示
しております。
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